義、 随分 異 つた 名 も あれば ある もの だ。 山 北で 意地 汚 

なしの 本性 を顕 して 給仕に 命じて 例の 香魚 鮑 を 買 は ん 

とすると、 チヨ ー ルヌィ 君 も 私に もとい ふ。 君、 鯧と 

いふ もの は 酷に つけた 魚 を 背負った 米の 飯 だよ とい ふ 

と、 チヨ— ルヌィ 君お、 といって 驚いて 出した 手 を 引 

込ます。 予の分 を 裾分けし やうと したが、 先生 首を掉 

つて どうしても 食はなかった。 

やがて 更行 くま、 に そこらに 鼾声 ダウ/ \ と 起る。 

首をグ タリと 曲げ ダ ラシな く 羽目に 凭れた 寝姿 も 余り 

みつとも 好い もので ない。 況ゃ诞 を 垂らす 日になる と、 

目 も 当てられな いが、 憎むべき は 二人 詰の ソファ— 式 



男爵 はお、 さう かと 跋を合 はされ た、 一 一葉 亭四 迷が 何 

だか 御存じ あるべき 害 はなし、 恐らく 一 寸 戸惑 ひ を さ 

れ たらう、 落語家と いふ 面相で もな し、 釈子 でもな さ、 

うだし、 は、 あ、 分った、 矢 張 伊藤 某の 亜流で 壮士 上 

りの 浪花節 語り だな II 位が 落だろう、 ヘン 好い 面の 

皮 だ。 

上陸 せられた 後の 模様 は 当時の 電報に 尽きて ゐ るか 

ら、 爰には 省く。 

男爵の 事 は 兼て いろくと 噂 を 聞いて ゐる。 しかし 

噂 をす る 者 は 各 其 見る 所の 男爵 を 伝へ 真の 男爵 を 伝へ 

得ぬ、 而 して 其 噂 をす る 人の 眼識より 推す 時に 其 見得 



たる 所 は 甚だ 覚 束かない。 僕 は敢て 男爵 を 知り 得た と 

は 云 〔はない〕 しかし 葡萄の やうな 僕の 眼に 映 じた 男 

爵は 理想家 にして 又 実際家 である。 この 理想に 依って 

所謂 人事 を尽 すに 方って 男爵 は 極て 緻密の 注意 を 用 ふ 

る、 細心に 攝酌を 加へ る、 故に 豪放の 中に 慎重 を寓し 

事の 細目にまで 渉って 齷齪 〔# 「齷齪」 は 底本で は 「齷 

齦 匕 はせ ぬが 大局 を 握む に大摑 みに 握まぬ、 必ず 惨儋 

たる 苦心 を 経て 後始て 間違の ない 所 を 握む。 

今の 世で も 理想家 は ある、 しかし 多くの 理想家の 理 

想 は 死 理想で 役に立たない、 実際家 は 固より 多い、 し 

かし 実際家 は 理想 を 欠く が 故に 其 為る 所 は 動もすれば 



遊 露 記 (三) 

滞阪 二日の 間 俗事 多端 殆ど 寸隙がなかった。 俗事に 

趣味 はない、 しかし それが 千 百と 一身に 螬 集して 息 も 

つけぬ 処に 無限の 玩味が ある、 閑散 は 僕の 尤も 憎む 所 

だ。 

出発の 前夜 同僚 諸子 僕の 為に 祝宴 を 築地の タケシ キ 

に 張って 僕の 行 色を壮 にして 呉れた。 宿に 帰って から、 

東京の 某 君に 柬 せんと 欲して 徹宵 筆 を 措かず 表書 を 書 

了る 頃、 更 既に 明けたり、 



午前 十 時半 長 田 君 大庭君 (大阪 毎日) 神 戸 支局の 某 

君に 見送られて 神 戸丸に 乗 込む。 キャビンに 入る と、 

花の 如き 美人が 居て 小 腰 を 屈めて 挨拶 せられる。 僕が 

目 を 丸く して 人 違 ひで ないかと いったら、 ィヽェ 日向 

の 家内で ざいます とい はれて 始て 分った。 あ、、 これ 

我 親友の 細君 だ。 

滞阪 二日 間 は 俗事 螬集 殆ど 息 も 吐け なかった。 俗事 

に は 趣味 はない が、 多忙に は 趣味が ある。 少 くも 閑散 

無事に 勝る こと 万々 である。 此間 社の 内外の 諸 友の 厄 

介になる 事 一通りで ない、 或は 祝宴 を 張って 貰 ふ、 餞 
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